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　 建設業は、 社会生活の基盤と なる 道路、 河川、 港湾な

どの社会資本の整備・ 維持管理の担い手であると と も に、

除雪災害対応など、 県民の安心・ 安全な暮ら し を 支える

地域の「 守り 手」 と し て重要な役割を担っ ています。

　 一方で、 近年の建設業界では、 少子高齢化に伴う 就業者数の減少や高齢化が進行し ており 、 将来を 担う 若手技術者の確保・ 育成が

喫緊の課題と なっ ています。

　 こ のため、 富山県では、 県内の建設企業が将来にわたり 地域で活躍し ていただける よう 、 担い手の確保・ 育成や経営基盤の強化の

取組みを進めています。

余裕期間制度（ 発注指定方式の場合）

発注者指定方式： 余裕期間内で工期の始期を発注者があら かじ め指定する方式

余裕期間 実工期工期の始期を指定

〈 現場での計測状況〉 〈 監督員による確認状況〉現場状況を リ アルタ イ ムに配信

撮影箇所等の指示

受注者調達

・ タ ブレット
　 スマホ など

・ 通信契約

発注者調達

・ タ ブレット
　 スマホ など

・ 通信契約

現　 場 土木センター
事務所

生活インフラ を支える夜間工事 冬期の道路交通の確保

～建設業は地域の
　 　 　 　 　 「 守り 手」～

労働環境の改善1
　 建設業の労働環境の改善のため、 生産性向上や働き

方改革に関する 取組みを 実施し ています。

　 生産性向上や経験の浅い若手技術者等が活躍でき る

よ う に、 建設現場において、 ド ローン等による３ 次元

測量やデータ 設計、 ３ 次元出来形管理等の施工管理な

どを 実施し ています。

１ . ICT活用工事の試行

　 発注者と 受注者が直接会う こ と なく 、 モバイ ル端末

により 撮影し た映像・ 音声をイ ンタ ーネッ ト 経由で配

信し 、 段階確認や立会などを実施するこ と で、 移動時

間の削減や日程調整の円滑化が期待でき ます。

２ . 遠隔臨場の試行

　 建設現場の週休２ 日を 推進する ため、「 週休２ 日工

事」 を 実施し ています。 令和４ 年度から は、 原則全て

の工事を週休２ 日工事と し ています。

（ 令和５ 年度までは「 週休２ 日制モデル工事」 の名称）

３ . 週休２ 日工事の試行

　 悪天候等によ る 稼働日減少などを 想定し 、 柔軟な工

期の設定等を 通じ て、 受注者が建設資材や建設労働者

などが確保でき る よう にし 、 施工時期の平準化を 図る

制度です。

４ . 余裕期間制度の試行

週休２ 日土日
閉所啓発チラシ

出典： 国勢調査（ 総務省統計局）
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Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 工 事 の 実 施 内 容 例

❶ 測量 ❷ 設計・ 施工計画 ❸ 施工 ❹ 検査

Ｉ Ｃ Ｔ 活 用 工 事 の 実 施 内 容 例

遠 隔 臨 場 の イ メ ー ジ

ド ローン等による
３ 次元測量

３ 次元測量データ による
設計・ 施工計画

ICT建設機械による施工 検査の省力化

❶ 測量 ❷ 設計・ 施工計画 ❸ 施工 ❹ 検査
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当日の体験コ ーナー（ 左）・  高校生による企画（ 右）

　 公共工事の入札・ 契約制度の透明性を 高め、 公正な競争を促進すると と も に、 工事の品質、 安全性及び経済性を バラ ンスよく 確保

するため、 一般競争入札や総合評価方式などの制度の改善に取り 組んでいます。

　 また、 建設業界の働き 方改革の推進のため、 適正な工期設定の設定や施工時期の平準化に努めています。

　 建設業の担い手を 確保するため、 高校生や大学

生を中心に、 建設業の仕事や働き 方の魅力を 伝え

る 事業を 実施し ています。

　 中高生等の若者が県内建設企業で働く こ と への

理解を 深め、 就職につなげるこ と を 目的に、 各種

体験コ ーナーや高校生による企画・ パフォーマンス、

建設企業の社員と の交流などのイ ベン ト を実施。

■ケンセツジョ ブフェ ス2 0 2 5 の実施

　 建設系学科を専攻する大学生・ 高校生を対象と し た、 多様な人材（ 建設ディ レ ク タ ー等） の活

躍について紹介する 現場見学会・ 座談会等の開催を支援。

■大学生・ 高校生向け現場見学会・ 座談会等の開催を支援

　 建設業への理解を 深めも ら う ために情報発信サイ ト を 開設し まし た。 建設業に関する就業情報

も 掲載し ており 、 進路決定にも 役立つ内容と なっ ています。

■建設業の情報発信サイト 「 富山をＴＳＵＫＵＲU 」 の公開

県HP「 とやま建設業の広場」

大学生・ 技術者による現場見学会（ 左）・ 座談会（ 右）

情報発信サイト 「 富山をTSUKURU 」

活 用 事 例

パンフレット「 ハカル、エガク、ツナゲル。」
（ 制作：（ 一社）富山県測量設計業協会）

PR動画「 工業は冒険だ」の放映
（ 制作： 富山県建設専門工事業団体協議会）

建設企業への支援2

建設業の魅力発信　 　3

　 建設企業の経営基盤の安定のため、 若者・ 女性活躍や担い手確保、 働き 方改革・ 生産性向上に必要な経費を 支

援し ています。 また、 県ホームページに「 と やま建設業の広場」 を 開設し 、 広く 行政等の情報を提供し ています。

■建設企業が行う ITスキルを活用し て技術者業務を支援する人材を育成する取組みを支援

　（ 建設ディ レク タ ー育成講座、 ド ローン又は3 D  CAD の活用に係る講習の受講）

■建設業の技術者の技術力向上のため、 事業者団体が行う 取組みを 支援

　（ 建設業法で定める国家資格のうち、土木・ 建築・ 造園施工管理技士の資格取得に係るもの）

■建設業における 多様な人材の活躍のため、 事業者団体が行う 取組みを 支援

　（ 建設ディ レク タ ー等を 活用する 先進企業によ る事例発表会の開催）

■女性の入職・ 定着を 促進する ため、 女性の働き 方に配慮し た取組み等を 支援

　（ 女性用ト イ レ ・ 休憩室の整備、 女性技術者が利用する テレワーク 用機器の購入など）

■建設業の採用活動や定着支援のため、 事業者団体が自主的に実施する取組みを 支援

　（ TVCM 等の制作、 現場見学会、 合同企業説明会の実施など）

１ . 若者・ 女性活躍への支援

■建設企業が行う 事務作業（ 写真整理、 図面作成等） のD X化の取組みを支援

　（ ク ラ ウド サービ スを利用するソ フ ト ウェ アの導入など）

■建設企業の事務作業のD X化を 推進する ため経営者やD X推進人材向けの研修等を 開催

２ . 働き 方改革・ 生産性向上への支援

発注業務の改善4

令 和７ 年 度 の 開 催 予 定

開催日： 令和７ 年９ 月2 7 日（ 土）

場　 所： 富山駅イ ベント スペース

内　 容： 事業者団体、 県内高校等と 連携し た

　 　 　 　 体験イ ベント  等
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